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平 成 7 年 5 月 29 日 ～ 6 月 8 日  

 

 

 

 

 

全  国  知  事  会  
 

 

 



写 真 あ り  

5 月 30 日 （ 火 ） 羅  幹 国 務 委 員 と の 会 見 （ 北 京 市  中 南 海 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写 真 あ り  

5 月 29 日 （ 月 ） 中 日 友 好 協 会 主 催 歓 迎 宴 （ 北 京 市  釣 魚 台 ）  

（ 斉  懐 遠 対 外 友 好 協 会 会 長 主 催 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 あ り  

6 月 3 日 （ 土 ） 張  道 亘 荊 沙 市 長 歓 迎 宴 （ 荊 沙 市 ）  

 

 



写 真 あ り  

6 月 1 日 （ 月 ） ～ 3 日 （ 水 ）  長 江 開 発 （ 三 峡 ダ ム ） 状 況 等 視 察  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写 真 あ り  

6 月 3 日 （ 土 ） 荊 沙 市 公 園 、 長 江 岸 辺 に て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 あ り  

6 月 4 日 （ 日 ） 長 飛 光 線 光 フ ァ イ バ ー 有 限 公 司 工 場 視 察 （ 武 漢 市 ）  



写 真 あ り  

6 月 4 日 （ 日 ） 賈  志 傑 湖 北 省 書 記 表 敬 訪 問 （ 武 漢 市  東 湖 賓 館 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 あ り  

6 月 4 日 （ 日 ） 蔣  祝 平 湖 北 省 長 表 敬 訪 問 ・ 省 長 主 催 歓 迎 宴  

（ 湖 北 省 政 府  外 弁 ビ ル ）  



写 真 あ り  

6 月 5 日（月）朱 森林広東省長表敬訪問（広州市 ホワイトスワンホテル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 あ り  



写 真 あ り  

6 月 6 日 （ 火 ） 李  子 彬 深 圳 市 長 表 敬 訪 問 （ 深 圳 市  冨 臨 酒 店 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 あ り  

6 月 6 日 （ 火 ） 深 圳 工 業 展 覧 館 視 察 （ 深 圳 市 ）  



は し が き  

 

 本 会 は 、 こ の 度 、 中 日 友 好 協 会 の 招 待 を 受 け 、 圓 藤 徳 島 県 知 事 を 団 長  

と す る 代 表 団 を 結 成 し 、 平 成 7 年 5 月 29 日 か ら 6 月 8 日 ま で の 11 日  

間 中 国 を 訪 問 し た 。  

 代 表 団 一 行 は 中 国 滞 在 中 、 北 京 に お い て 羅 幹 国 務 委 員 等 要 人 と 会 見 し  

懇 談 し た ほ か 、 四 川 省 重 慶 市 、 湖 北 省 荊 沙 市 ・ 武 漢 市 、 広 東 省 広 州 市 ・  

深 圳 市 を 訪 問 し 、各 省 長 、市 長 等 と 会 見 し 意 見 の 交 換 を 行 な っ た 。ま た 、  

長 江 に お け る 三 峡 ダ ム の 開 発 状 況 を は じ め 、 企 業 、 工 業 展 覧 館 等 の 視 察  

を 行 な う と と も に 、博 物 館 、古 寺 等 の 文 化 的 遺 産 を 見 学 す る な ど 、行 政 ・ 

産 業 ・ 文 化 の 各 分 野 に わ た っ て 見 聞 し た 。  

 今 回 の 視 察 を 通 じ て 、 訪 中 代 表 団 は 中 国 側 か ら 友 好 的 な 歓 待 を 受 け 、  

中 国 の 発 展 ・ 躍 進 の 状 況 等 に つ い て 正 確 な 情 報 を 得 る と 共 に 、 今 後 の 日  

中 両 国 間 の 相 互 理 解 と 友 好 親 善 の 発 展 の た め に 有 意 義 な 役 割 を 果 た す こ  

と が で き た 。  

 本 報 告 書 は 、 こ の 中 国 訪 問 に つ い て 、 成 田 出 発 か ら 帰 国 ま で の 各 地 歴  

訪 の あ と を た ど り 、 主 要 行 事 の 概 略 を 記 し た も の で あ る 。  

 な お 、 今 回 の 訪 中 に あ た り 、 御 配 慮 を 頂 い た 日 中 両 国 の 関 係 各 位 に 厚  

く 謝 意 を 表 す る 次 第 で あ る 。  
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1 全国知事会訪中代表団名簿 

 

 

団    長   徳  島  県  知  事      圓  藤  寿  穂  

秘  書  長   全 国 知 事 会 事 務 総 長      砂 子 田    隆  

団    員   福  島  県  副  知  事      中  川  治  男  

  〃     埼  玉  県  副  知  事      湊    和  夫  

  〃     富  山  県  副  知  事      宝  賀  寿  男  

  〃     京  都  府  副  知  事      鴇  田  勝  彦  

随    員   全 国 知 事 会 国 際 部 長      石  場  雅  美  

  〃     全 国 知 事 会 国 際 部 参 事     原    重  夫  

  〃     徳  島  県  秘  書  課  長     里  見  光 一 郎  

 

 

〔  中 国 側 視 察 同 行 者  〕  

 

       中 日 友 好 協 会 副 秘 書 長     李    鉄  民  

       中 日 友 好 協 会 職 員       鄧    曉  峰  
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2 全国知事会訪中代表団日程 

（ 7． 5． 29～ 6． 8）  

5 月 29 日 （ 月 ） 10： 00 成 田 発 （ JL781 便 ）         北 京 泊  

        13： 15 北 京 着  

        14： 00 バ ス で 市 内 へ 移 動  

        15： 00 貴 賓 楼 飯 店 着  

        16： 00 中 日 友 好 協 会 表 敬 訪 問  

        16： 30 天 安 門 広 場 散 策  

        18： 00 中 日 友 好 協 会 主 催 歓 迎 宴 （ 釣 魚 台 、 八 芳 苑 ）  

 

5 月 30 日 （ 火 ） 07： 30 出 発  万 里 の 長 城 視 察        北 京 泊  

        12： 00 昼 食 （ 宮 廷 料 理  御 膳 ）  

        17： 00 羅 幹 国 務 委 員 表 敬 訪 問 （ 中 南 海  紫 光 閣 ）  

        18： 00 全 国 知 事 会 訪 中 団 主 催 答 礼 宴 （ 貴 賓 楼 飯 店 ）  

 

5 月 31 日 （ 水 ） 08： 30 北 京 市 張 百 発 副 市 長 表 敬 訪 問     重 慶 泊  

        12： 00 在 北 京 日 本 大 使 館 訪 問 ・ 大 使 主 催 昼 食 会  

        14： 00 出 発  空 港 へ 移 動  

        15： 50 北 京 発 （ SZ4646 便 ） 重 慶 へ 移 動  

        18： 10 重 慶 着  

        19： 40 重 慶 賓 館 着  

 

6 月 1 日 （ 木 ） 06： 45 出 発  港 へ 移 動  仙 娜 号 遊 覧 船 乗 船  船 中 泊  

       08： 00 仙 娜 号 出 航  

 

6 月 2 日 （ 金 ） 終  日  長 江 開 発 ・ 小 三 峡 等 視 察       船 中 泊  

 

6 月 3 日 （ 土 ） 15： 30 荊 沙 市 下 船             武 漢 泊  

       16： 30 荊 州 古 城 、 博 物 館 視 察  

       18： 00 張 道 亘 荊 沙 市 長 主 催 歓 迎 宴  

       19： 10 出 発  武 漢 へ 移 動 （ バ ス ）  

       22： 30 湖 賓 花 園 飯 店 着  
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6 月 4 日 （ 日 ） 09： 00 長 飛 光 線 光 フ ァ イ バ ー 有 限 公 司 視 察   武 漢 泊  
       11： 00 賈 志 傑 湖 北 省 書 記 表 敬 訪 問 （ 東 湖 賓 館 ）  
       12： 00 昼 食  
       13： 30 湖 北 省 博 物 館 視 察  
       15： 30 黄 鶴 楼 視 察  
       16： 50 ホ テ ル 着  
       18：00 蔣 祝 平 湖 北 省 省 長 表 敬 訪 問（ 湖 北 省 庁 外 弁 ビ ル ） 
       18： 30 湖 北 省 主 催 歓 迎 宴  
 
6 月 5 日 （ 月 ） 09： 15 出 発  バ ス で 空 港 へ 移 動        広 州 泊  
       11： 05 武 漢 発 （ CA1323 便 ） 広 州 へ 移 動  
       12： 55 広 州 着  
       14： 00 在 広 州 日 本 総 領 事 主 催 昼 食 会  
       16： 00 中 山 記 念 堂 視 察  
        18：10 朱森林広東省省長表敬訪問（ホワイトスワンホテル） 
       18： 30 広 東 省 主 催 歓 迎 宴  
 
6 月 6 日 （ 火 ） 09： 00 深 圳 へ 移 動 （ バ ス ）          深 圳 泊  
       11： 30 深 圳 富 臨 酒 店 着  
       12： 00 昼 食  
       14： 00 深 圳 工 業 展 覧 館 視 察  
       15： 00 華 強 三 洋 電 子 有 限 公 司 視 察  
       18： 00 李 子 彬 深 圳 市 長 表 敬 訪 問 （ 富 臨 酒 店 ）  
       18： 30 深 圳 市 主 催 歓 送 会  
 
6 月 7 日 （ 水 ） 08： 00 朝 食                 香 港 泊  
       09： 30 香 港 へ 移 動 （ バ ス ）  
       19： 00 在 香 港 日 本 総 領 事 主 催 夕 食 会 （ 総 領 事 公 邸 ）  
 
6 月 8 日 （ 木 ） 11： 05 香 港 発 （ JL002 便 ）  
       16： 00 成 田 着  
       11： 00 香 港 発 （ CX506 便 ）  
       15： 20 関 西 着  
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3 北  京  市  
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（1）中国日本友好協会表敬訪問 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 5 月 29 日 （ 月 ） 16 時 ～ 16 時 30 分  

 

 〔 場  所 〕  北 京 市  中 国 日 本 友 好 協 会  

 

 〔 出 席 者 〕  王  效  賢  中 国 日 本 友 好 協 会 副 会 長  

       陸    琪  中 国 日 本 友 好 協 会 秘 書 長 代 行  

       李  鉄  民  中 国 日 本 友 好 協 会 副 秘 書 長  

       王  秀  雲  中 国 日 本 友 好 協 会 経 済 交 流 ・ 都 市 交 流 部 長  

       鄧  曉  峰  中 国 日 本 友 好 協 会 職 員  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

  ・  去 る 1 月 の 阪 神 南 部 大 震 災 に 際 し 、 兵 庫 県 と 大 阪 府 に 丁 重 な  

   お 見 舞 状 を 頂 き 感 謝 申 し 上 げ る と と も に 、 こ の 地 震 で 亡 く な ら  

   れ た 中 国 か ら の 留 学 生 、 就 学 生 等 の 方 々 に 哀 悼 の 意 を 表 し 、 被  

   災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 申 し 上 げ た い 。  

 

  ・  1972 年 の 日 中 国 交 回 復 の 翌 々 年 に 知 事 会 代 表 団 が 訪 中 さ  

   せ て 頂 き 、 こ れ ま で 4 回 訪 問 。 ま た 、 中 日 友 好 協 会 の ご 努 力 に  

   よ り 、 中 国 か ら 4 回 、 延 べ 23 省 が 訪 日 し て い る 。 こ の 間 、 県  

   と 省 の 友 好 提 携 は 33 に 至 っ て お り 、 友 好 交 流 の 輪 が 広 が り 深  

   ま っ て い る こ と は 、 喜 ば し い 限 り 。  

 

  ・  日 本 で は 、 貿 易 黒 字 と 円 高 に よ り 企 業 の 海 外 進 出 が 進 み 、 ア  

   ジ ア と の 水 平 分 業 が 進 展 し て き て い る 。 現 在 韓 国 と 日 本 の 地 方  

   都 市 は 航 空 路 で 直 接 結 ば れ て い る が 、 中 国 も 日 本 の 地 方 都 市 と  

   の 航 空 路 を 開 い て 欲 し い 。  

 

  ・  貴 協 会 の お 世 話 に よ り 、 北 京 の 後 、 重 慶 、 長 江 視 察 、 武 漢 、  
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  広 州 、 深 圳 を 訪 問 す る が 、 中 国 の 広 大 な 大 地 と 自 然 、 市 民 生 活  

  や 経 済 開 発 の 状 況 に 触 れ さ せ て 頂 く と と も に 、 各 地 で 多 く の 方  

  々 と 会 い 、 相 互 理 解 を 深 め 、 日 中 友 好 の 絆 を さ ら に 強 め た い 。  

   全 国 知 事 会 で は 、 日 中 友 好 の さ ら な る 発 展 の た め に 、 199  

  7 年 の 都 合 の 良 い 時 期 に 中 国 省 長 代 表 団 を 日 本 に ご 招 待 申 し 上  

  げ た い 。  

 

 ○ 王 副 会 長  

 

  ・  日 中 の 友 好 都 市 提 携 は 、 日 中 国 交 回 復 後 、 神 戸 の 宮 崎 市 長 が  

   周 首 相 に 会 っ た 時 に 申 し 出 ら れ 、 1994 年 に 神 戸 市 と 天 津 市  

   が 初 め て 提 携 し た 。  

 

  ・  中 国 で は 、 都 市 提 携 は 、 始 め 外 交 部 が 管 轄 す る 予 定 だ っ た が 、  

   中 日 友 好 協 会 が 担 当 す る こ と に な っ た 。 現 在 、 中 国 と 海 外 と の  

   友 好 提 携 は 670 組 あ る が 、 そ の 内 172 組 が 日 中 の 都 市 提 携  

   と な っ て お り 、 拡 大 し て き て い る 。  

 

  ・  今 、 日 本 の 自 治 省 と の 交 流 の 話 が あ る が 、 中 国 に は 自 治 省 に  

   あ た る も の が な く 、 国 務 院 が 窓 口 と な っ て 話 を 進 め て い る 。 日  

   中 友 好 協 会 と し て は 、 知 事 会 と 日 中 友 好 協 会 の 事 務 局 同 士 の 交  

   流 進 め た い 。  

 

 

（2）中国日本友好協会主催（斉懐遠氏主催）歓迎レセプション 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 5 月 29 日 （ 月 ） 18 時 ～ 20 時 00 分  

 

 〔 場  所 〕  北 京 市  釣 魚 台  八 方 苑  

 

 〔 出 席 者 〕  斉  懐  遠  中 国 人 民 対 外 友 好 協 会 会 長  

       文    遅  中 国 日 本 友 好 協 会 副 会 長  
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       王  效  賢  中 国 日 本 友 好 協 会 副 会 長  

       陸    琪  中 国 日 本 友 好 協 会 秘 書 長 代 行  

       李  鉄  民  中 国 日 本 友 好 協 会 副 秘 書 長  

       王  秀  雲  中 国 日 本 友 好 協 会 経 済 交 流 ・ 都 市 交 流 部 長  

       鄧  曉  峰  中 国 日 本 友 好 協 会 職 員  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  中 国 を 訪 問 し て 僅 か 2 日 目 だ が 、 北 京 で の 印 象 は 、 思 っ て い  

   た 以 上 に 開 放 的 で あ る 。 経 済 は 、 か な り の 速 度 で 進 展 し て い る  

   よ う に 思 え る 。 ま た 、 自 転 車 と 自 動 車 の 大 洪 水 で 、 渋 滞 に は 驚  

   か さ れ た 。  

 

  ・  日 本 の 高 度 成 長 期 の 状 況 に 似 て い る 。 街 は 、 活 力 に 溢 れ て い  

   る 。 若 い 人 々 は 、 明 る く 楽 し そ う に し て い る 。  

 

 ○ 斉 懐 遠 会 長  

  ・  経 済 は ま だ ま だ で あ る が 、 10 年 前 に 比 べ る と 格 段 の 進 歩 を  

   し た 。 服 装 は 、 非 常 に カ ラ フ ル に な っ た が 、 ネ ク タ イ を し て い  

   る 人 は 、 ま ず い な い 。  

 

  ・  年 収 は 、 約 2 ,000 元 と 安 い が 、 物 価 も 安 い 。 北 京 の 中 心  

   部 は 、 発 展 し て い る が 、 郊 外 は 、 開 発 途 上 に あ り 、 建 築 ラ ッ シ  

   ュ に な っ て い る 。  
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（3）羅幹国務委員会見 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 5 月 30 日 （ 火 ） 17 時 ～ 17 時 30 分  

 

 〔 場  所 〕  北 京 市  中 南 海  紫 光 園  

 

 〔 出 席 者 〕  羅    幹   中 国 国 務 委 員  

       斉  懐  遠   中 国 人 民 対 外 友 好 協 会 会 長  

       王  效  賢   中 国 日 本 友 好 協 会 副 会 長  

       李  鉄  民   中 国 日 本 友 好 協 会 副 秘 書 長  

       王 秀 雲  中国日本友好協会経済交流・都市交流部長  

       下 荒 地 修 二   在 中 国 日 本 大 使 館 公 使  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

  ・  現 在 の 中 国 の 発 展 に は 、 著 し い も の が あ り 、 12 億 人 の エ ネ  

   ル ギ ー を 感 じ る 。 21 世 紀 に は 世 界 の 1、 2 の 国 に な る の で は  

   な い か 。  

 

  ・  日 本 、 中 国 の 自 治 体 の 友 好 提 携 関 係 は 、 172 に 上 っ て い る 。  

   日 本 と 中 国 の 善 隣 友 好 関 係 を 深 め て い く こ と が 、 世 界 の 平 和 の  

   た め に 不 可 欠 で あ る 。 こ の た め に は 、 あ ら ゆ る 分 野 に お い て 友  

   好 協 力 関 係 を 進 め て 行 く こ と が 必 要 。  

 

  ・  阪 神 大 震 災 で は 、 中 国 人 を 含 む 42 人 の 外 国 人 が 亡 く な ら れ  

   た 。 心 か ら お 悔 や み 申 し 上 げ る 。 こ の 際 に は 、 中 国 政 府 を は じ  

   め 中 国 の 多 く の 方 々 か ら 丁 重 な お 見 舞 や 義 捐 金 を 頂 き 、 知 事 会  

   と し て も 心 か ら 感 謝 。  

 

  ・  今 回 の 訪 中 で は 、 出 来 る だ け 多 く の 方 々 と お 会 い し 、 友 好 関  

   係 を 深 め る と 同 時 に 、 躍 進 す る 中 国 の 姿 を 拝 見 し 、 勉 強 し て 参  
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   り た い 。  

 

 ○ 羅 幹 国 務 委 員  

 

  ・  中 日 関 係 は 良 好 で あ り 、 友 好 関 係 は 新 し い 段 階 に 入 っ て い る 。  

   特 に 、 両 国 ト ッ プ の 相 互 訪 問 は 有 意 義 で 、 今 年 は 、 喬 石 氏 が 訪  

   日 し 、 村 山 総 理 が 訪 中 さ れ て お り 、 相 互 理 解 の 増 進 に 役 立 っ て  

   い る 。 ま た 、 地 方 政 府 の 交 流 は 、 友 好 関 係 に 役 立 っ て お り 、 有  

   力 な 団 体 で あ る 知 事 会 の 訪 中 を 歓 迎 す る 。  

 

  ・  中 国 政 府 は 、 今 後 と も 解 放 政 策 を 進 め る と と も に 、 す べ て の  

   措 置 を と っ て 安 定 を 維 持 し て い く 。 問 題 は 、 イ ン フ レ が 速 い ス  

   ピ ー ド で 進 行 し て い る こ と と 、 12 億 の 人 口 の 食 糧 問 題 を 解 決  

   す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 農 業 を 重 視 し 、 省 長 、 市 長 に 責 任  

   を 持 た せ て い る 。  

 

  ・  フ ァ シ ズ ム と の 戦 後 50 周 年 式 典 が 、 西 側 諸 国 で 行 わ れ る が 、  

   中 国 で は 8 月 10 日 に 抗 日 50 周 年 記 念 行 事 を 行 う 。 若 い 世 代  

   を 教 育 し 、 平 和 と 安 定 を 教 え て 行 く 。 日 本 の リ ー ダ ー で あ る 知  

   事 は 、 若 い 人 に 歴 史 と と も に 、 中 日 友 好 関 係 の 維 持 と 世 界 の 平  

   和 の 大 切 さ を 教 え て 欲 し い 。  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  日 本 の 経 済 は 、 日 本 の 実 力 を 上 回 る 急 激 な 円 高 に よ り 、 海 外  

   へ の 工 場 進 出 が ブ ー ム と な っ て い る 。 今 後 、 ア ジ ア と の 協 同 、  

   分 業 関 係 が 大 切 で あ り 、 特 に 中 国 が 大 切 と 考 え ら れ る 。  

 

  ・  過 去 に 大 変 不 幸 な 歴 史 が あ っ た こ と を 深 く 反 省 し て い る 。 こ  

   の こ と を 子 々 孫 々 に 伝 え て い く こ と が 大 事 で あ り 、 不 幸 な 歴 史  

   を 乗 り 越 え て 日 中 が 友 好 関 係 を 築 き 上 げ て い く こ と が 重 要 で あ  

   る 。  
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（4）北京市人民政府表敬訪問 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 5 月 31 日 （ 水 ） 8 時 30 分 ～ 9 時 15 分  

 

 〔 場  所 〕  北 京 市  北 京 市 人 民 政 府  

 

 〔 出 席 者 〕  張  百  発  北 京 市 副 市 長  

       唐    〓  北 京 市 研 究 室 付 主 任  

       余  小  萱  北 京 市 環 境 保 護 局 付 局 長  

       梁  慶  福  北 京 市 老 齢 委 員 会 秘 書 長  

       李  供  海  北 京 市 外 事 弁 公 室 付 部 長  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  北 京 を 訪 問 し て 、 巨 大 な 都 市 の 建 設 に 市 民 が み ん な で 努 力 し  

   て い る 姿 に 感 動 し た 。 新 し い も の と 古 い も の と が う ま く 調 和 し  

   て 、 渾 然 一 体 と な っ た 都 市 づ く り が な さ れ て お り 、 興 味 が あ る 。  

   た だ 、 自 転 車 が 多 く 、 自 動 車 と の 関 係 で 危 険 な 状 態 だ と 思 わ れ 、  

   大 量 交 通 手 段 の 整 備 な ど 交 通 問 題 の 解 決 が 重 要 だ と 思 う 。  

 

 ○ 張 副 市 長  

 

  ・  北 京 市 が 当 面 し て い る 問 題 は 、 交 通 、 環 境 汚 染 、 住 宅 で あ る 。  

   交 通 事 故 で の 死 者 は 、 年 間 400 人 。 地 上 移 動 が 主 で 、 バ ス 通  

   勤 が 80％ と な っ て お り 、 東 京 の 地 下 鉄 が 主 と な っ て い る の と  

   は 、 逆 で あ る 。 地 下 鉄 は 現 在 42km だ が 、 建 設 コ ス ト が 高 く 、  

   中 央 政 府 か ら の 補 助 が な い と 難 し い 。  

 

  ・  環 境 問 題 は 、 ゴ ミ の 清 掃 工 場 が な く 、 ま た 、 ゴ ミ を 焼 却 す る  

   と 大 気 汚 染 の 問 題 が あ り 、 す べ て 埋 め 立 て て い る 。 問 題 は 建 設  

   資 金 で 、 中 央 政 府 に も ろ も ろ の 資 金 援 助 で 日 参 し て い る 。  
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 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  東 京 の 地 下 鉄 は 、 約 600km で 、 1km の 建 設 に 300 億 円 が  

   か か る が 、 国 の 援 助 が 2／ 3 あ る 。 ゴ ミ は 、 日 本 で は 燃 え る も  

   の と 、 燃 え な い も の の 分 別 収 集 で あ る が 、 重 要 な の は 、 ゴ ミ の  

   減 量 化 だ 。 企 業 責 任 で の リ サ イ ク ル を 進 め て い る 。 ま た 、 日 本  

   の 過 度 の 包 装 の 抑 制 も 重 要 に な っ て い る 。 現 在 で は 、 微 生 物 に  

   よ る 化 学 処 理 や 燃 料 へ の 再 生 も 始 ま っ て い る 。 た だ 、 ゴ ミ の 問  

   題 は 一 人 一 人 の 心 掛 け が 大 切 だ 。  

 

 ○ 張 副 市 長  

 

  ・  北 京 市 で は 、 環 境 問 題 を 勉 強 す る た め に 視 察 団 を 日 本 に 派 遣  

   し て い る 。 ゴ ミ の 分 別 収 集 を 進 め て お り 、 ゴ ミ 袋 を 無 料 で 配 布  

   し て い る が 、 多 く の 人 々 は 、 面 倒 な こ と を い や が る 。 や は り 、  

   一 人 一 人 の 心 掛 け が 重 要 だ と 思 う 。  
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4 湖  北  省  
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（5）張道亘荊沙市長主催歓迎宴 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 3 日 （ 土 ） 18 時 00 分 ～ 19 時 30 分  

 

 〔 場  所 〕  荊 沙 市  荊 沙 飯 店  

 

 〔 出 席 者 〕  張  道  亘  荊 沙 市 長  

       鄭  基  英  荊 沙 市 副 市 長  

       吴  寳  成  荊 沙 市 副 秘 書 長  

       董  定  邦  荊 沙 市 外 事 弁 公 室 副 主 任  

       鄧  延  翔  荊 沙 市 外 事 弁 公 室 友 好 城 市 科 科 長  

       〓  紫  綬  荊 沙 市 対 外 友 好 協 会 会 長  

       王    旭  荊 沙 市 対 外 友 好 協 会 副 秘 書 長  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  重 慶 か ら 長 江 を 下 っ て 、 荊 沙 市 に 着 い た が 、 中 国 の 広 大 さ と  

   歴 史 の 深 さ を 改 め て 実 感 し た 。 先 程 、 荊 沙 市 の 博 物 館 で 、 2 ,  

   000 年 前 の ミ イ ラ と そ の 副 葬 品 を 拝 見 し 、 感 銘 を 受 け た 。 荊  

   沙 市 は 、 古 く か ら 栄 え 、 現 在 で も 張 市 長 の ご 努 力 に よ り 工 業 が  

   発 展 し て い る と 聞 い て お り 、 喜 ば し い 限 り 。  

 

  ・  日 本 と 中 国 の 友 好 都 市 関 係 は 172 に 上 っ て い る が 、 荊 沙 市  

   は 、 代 表 団 の 中 川 福 島 県 副 知 事 の お 膝 下 、 会 津 若 松 市 と 友 好 関  

   係 に あ る と 聞 い て お り 、 今 後 ま す ま す 友 好 関 係 が 深 ま る こ と を  

   期 待 す る 。  

 

 ○ 張 市 長  

 

  ・  荊 沙 市 は 、 三 国 史 の 古 く か ら 、 交 通 の 要 衝 と し て 栄 え た 土 地  

   柄 で 、 今 年 沙 市 と 荊 州 地 区 が 合 併 し た と こ ろ 。 対 外 解 放 政 策 に  
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   よ り 、 海 外 と の 合 弁 企 業 が 進 み 、 日 本 の 企 業 も 進 出 し て い る 。  

  ・  会 津 若 松 市 と は 、 友 好 関 係 に あ り 、 活 発 な 交 流 を 行 な っ て い  

   る 。 今 回 の 知 事 団 の 訪 問 に よ り 、 中 国 と 日 本 と の 相 互 理 解 は ま  

   す ま す 深 ま る も の と 確 信 し て い る 。  

 

 

（ 6）賈志傑湖北省書記表敬訪問 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 4 日 （ 日 ） 11 時 00 分 ～ 11 時 30 分  

 

 〔 場  所 〕  武 漢 市  東 湖 賓 館  

 

 〔 出 席 者 〕  賈 志 傑  中 国 共 産 党 中 央 委 員 会 委 員  

           中 国 共 産 党 湖 北 省 委 員 会 書 記  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 賈 書 記  

 

  ・  1993 年 11 月 に 中 国 省 長 代 表 団 の 団 長 と し て 訪 日 し た が 、  

   日 本 の 各 地 で 、 各 界 の 歓 迎 を 受 け 、 特 に 全 国 知 事 会 の 支 援 を 頂  

   き 成 功 裡 に 終 え る こ と が 出 来 た 。 ま ず 、 感 謝 申 し 上 げ た い 。 ま  

   た 、 今 回 の 訪 中 団 に よ り 、 中 国 そ し て 湖 北 省 と の 交 流 が 深 ま る  

   こ と を 期 待 す る 。  

 

  ・  湖 北 省 は 、 中 国 の 他 の 地 域 と 同 じ よ う に 発 展 を 続 け て い る 。  

   昨 年 の 湖 北 省 の GDP の 伸 び は 、 15 .2％ で あ っ た 。 中 国 全  

   体 に 比 べ る と 良 い 方 で 、 中 国 の 発 展 の 重 点 は 湖 北 省 に 移 っ て き  

   て い る 。 三 峡 ダ ム の 建 設 は 、 国 を 挙 げ て の 一 大 プ ロ ジ ェ ク ト 。  

   ま た 、 武 漢 コ ン ビ ナ ー ト は 、 1,000 万 ト ン の 鉄 鋼 生 産 を 目  

   指 し て 、 設 備 改 造 と 技 術 改 革 を 進 め て い る 。 3 番 目 と し て 、 中  

   国 に お け る 自 動 車 の 生 産 基 地 と し て 国 が 重 点 地 区 と し て い る 。  
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  ・  中 国 の 発 展 は こ れ ま で 急 ス ピ ー ド で き た が 、 今 後 は 、 質 が 問  

   題 と な っ て く る 。 先 月 、 全 国 科 学 技 術 大 会 が 中 央 で 開 催 さ れ た  

   が 、 こ れ ま で の 単 純 発 展 か ら 科 学 技 術 の 向 上 を 中 心 と し た 発 展  

   に 押 し 上 げ て い く こ と に な る 。 日 本 は 、 多 く の 経 験 を 有 し て お  

   り 、 日 本 の 各 界 と の 交 流 を 深 め て い き た い 。  

 

  ・  昨 年 、 福 島 県 の 佐 藤 知 事 も 来 ら れ た 。 湖 北 省 と 福 島 県 と の 交  

   流 の 協 定 書 が 結 ば れ た が 、 本 日 、 中 川 副 知 事 に お 会 い で き て 嬉  

   し く 思 う 。  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  私 共 の 訪 問 は 中 日 友 好 協 会 の 招 き に よ り 、 北 京 、 重 慶 、 長 江  

   を 下 り 、 昨 日 荊 沙 市 を 経 て 武 漢 に 入 っ た 。 中 国 の 広 大 な 国 土 に  

   驚 か さ れ る と と も に 、 歴 史 、 文 化 の 深 さ を 満 喫 し て い る 。 特 に  

   湖 北 省 は 、「 千 湖 の 省 」 と 言 わ れ る よ う に 大 変 景 観 が 美 し く 、  

   古 い 歴 史 が あ る 。 昨 日 、 博 物 館 を 訪 問 し 、 2 ,000 年 前 の ミ  

   イ ラ を 見 る こ と が で き 、 大 変 興 味 深 か っ た 。  

 

  ・  産 業 面 で も 、 賈 先 生 の 大 変 な ご 努 力 に よ っ て 潅 漑 が 進 め ら れ 、  

   農 業 生 産 が 大 幅 に 増 大 し た と 伺 っ て い る し 、 工 業 面 で も 、 繊 維  

   だ け で な く 、 機 械 類 や 装 置 産 業 、 ま た 、 本 日 視 察 し た 光 フ ァ イ  

   バ ー 等 、 飛 躍 的 に 発 展 し て お り 喜 ば し い 。 日 本 で は 、 円 高 が 急  

   速 に 進 み 、 そ の 結 果 、 中 国 等 へ の 海 外 投 資 が 増 え て き て い る 。  

   そ の 中 で 、 日 本 の 企 業 と 中 国 と の 合 弁 を 通 じ 、 中 国 の 発 展 に 役  

   立 つ と 思 う 。  

 

  ・  私 共 の 滞 在 は 短 い 期 間 で あ る が 、 で き る だ け 多 く の 方 々 に 会  

   い 、 友 好 親 善 を 深 め て い き た い 。 ま た 、 ア ジ ア と 世 界 の 平 和 の  

   た め に は 、 日 本 と 中 国 の 果 た す 役 割 は 益 々 高 ま っ て 来 る 。 両 国  

   が 、 揺 る ぎ の な い 友 好 関 係 を 続 け て い く こ と が で き る よ う 心 か  

   ら 祈 念 す る 。  
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 ○ 中 川 副 知 事  

 

  ・  湖 北 省 を 訪 問 で き 嬉 し く 思 う 。 ま た 、 賈 先 生 に お 会 い で き 光  

   栄 。 昨 年 、 佐 藤 知 事 が 大 変 お 世 話 に な っ た 。 交 流 協 定 を 結 ん で  

   以 来 、 貿 易 、 青 少 年 、 科 学 技 術 を 含 め て 交 流 が 盛 ん に な っ て き  

   て い る 。 賈 先 生 の 力 添 え の お 陰 と 感 謝 。 今 後 と も 、 両 県 、 省 の  

   親 密 な 友 好 関 係 が 発 展 し 、 理 解 が 深 ま る こ と を 祈 念 す る 。  

 

 

（7）蔣祝平湖北省省長表敬訪問・省長主催歓迎宴 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 4 日 （ 日 ） 18 時 00 分 ～ 20 時 00 分  

 

 〔 場  所 〕  武 漢 市  湖 北 省 人 民 政 府  

 

 〔 出 席 者 〕  蔣  祝  平  湖 北 省 省 長  

       馬  國  〓  湖 北 省 老 齢 工 作 委 員 会 副 主 任  

       陳  春  林  湖 北 省 外 事 弁 公 室 副 主 任  

       何  世  平  湖 北 省 外 事 弁 公 室 副 主 任  

       吴  福  仁  湖 北 省 環 境 保 護 局 副 局 長  

       王    旭  湖 北 省 対 外 友 好 協 会 副 秘 書 長  

       趙  鶴  増  湖 北 省 外 事 弁 公 室 科 長  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 蒋 省 長  

 

  ・  こ れ ま で の 日 中 の 知 事 、 省 長 の 交 流 を 通 じ て 、 両 国 の 間 と 地  

   方 同 士 の 相 互 理 解 が 深 ま っ て い る 。 賈 前 省 長 が 1993 年 に 中  

   国 代 表 団 の 団 長 と し て 訪 日 し 、 各 界 の 歓 迎 を 受 け た 。 ま た 、 昨  

   年 5 月 に 福 島 県 の 佐 藤 知 事 が 40 数 人 の 団 員 と と も に 湖 北 省 を  

   訪 問 さ れ 、 両 県 省 が 人 材 と 技 術 交 流 の 合 意 書 に 調 印 し た 。 こ れ  
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   に よ り 、 相 互 交 流 の 新 し い 1 ペ ー ジ が 開 か れ た 。  

 

  ・  今 回 の 訪 中 団 が 各 地 を 訪 問 さ れ 、 湖 北 省 を は じ め 中 国 と の 交  

   流 が 、 さ ら に 深 ま る こ と を 祈 念 す る 。 各 県 の 皆 さ ん に も 湖 北 省  

   に こ ら れ る よ う 伝 え て 欲 し い 。  

 

  ・  湖 北 省 は 、 中 国 の 真 中 部 分 に 位 置 し 、 古 く か ら 武 漢 は 9 省 に  

   通 じ る と こ ろ と 言 わ れ 、 交 通 の 弁 が 良 い 。 水 路 は 、 長 江 と 漢 水  

   が あ り 、 鉄 道 は 、 北 京 － 広 州 － 香 港 線 が 貫 い て い る 。 武 漢 空 港  

   以 外 に 5 つ の 地 方 空 港 を 有 し て い る 。  

 

  ・  農 業 は 昔 か ら 盛 ん だ が 、 対 外 開 放 以 来 、 工 業 面 で も 発 展 し 、  

   電 力 、 化 学 、 冶 金 な ど は 中 国 の ト ッ プ ク ラ ス 。 ま た 、 湖 北 省 は  

   山 が 多 く 鉱 物 資 源 が 豊 か で 、 鉄 、 銅 を は じ め 百 数 十 種 類 に 及 び 、  

   中 国 の 3／ 4 を 産 出 し て い る 。  

 

  ・  昨 年 度 の GDP は 、 15％ 増 で 、 今 年 の 上 半 期 は 22 .3％  

   増 に な っ て い る 。 輸 出 は 228 億 ド ル で 24％ 増 、 財 政 収 入 は  

   26％ 増 加 し た 。 湖 北 省 は 、 国 の 重 点 投 資 対 象 と な っ て お り 、  

   三 峡 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 2009 年 に 完 工 す る 。 自 動 車 は 、 20  

   00 年 に 年 100 万 台 の 生 産 を 目 指 し て 、 建 設 が 始 ま っ て い る  

   し 、 鉄 鋼 生 産 は 、 1 ,000 万 ト ン を 目 指 し て い る 。  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  省 長 の 御 説 明 に よ り 、 湖 北 省 の 事 が 良 く 理 解 で き た 。 徳 島 県  

   と 比 べ る と 面 積 、 人 口 は と て も 大 き く 、 経 済 が 著 し く 発 展 し て  

   い る こ と に お 喜 び を 申 し 上 げ る 。 長 江 を 下 っ て き て 、 三 峡 ダ ム  

   の 大 き さ に 驚 き 、 今 日 は 、 光 フ ァ イ バ ー の 生 産 を 見 て 、 工 業 水  

   準 が 高 い こ と に 感 銘 を 受 け た 。  

  ・  日 本 で は 、 円 高 が 進 行 し 、 工 場 の 海 外 移 転 が 進 ん で い る が 、  

   中 国 へ の 投 資 が 大 い に 期 待 さ れ る 。 中 国 、 日 本 が 手 を 結 ん で 、  
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   協 力 関 係 を 強 め る こ と に よ っ て 、 ア ジ ア 、 世 界 の 平 和 に 貢 献 で  

   き る 。  

 

  ・  い ず れ の 国 に も 成 長 期 と 安 定 期 が あ る 。 中 国 は 成 長 期 で 、 日  

   本 は 成 長 期 を 過 ぎ て 、 安 定 期 に 入 っ て い る 。 お 互 い に 優 れ た と  

   こ ろ が あ り 、 相 互 交 流 を 深 め る こ と に よ っ て 協 力 し 、 隣 国 と し  

   て 中 国 の 発 展 に 協 力 し た い 。  

 

 ○ 中 川 副 知 事  

 

  ・  今 回 、 全 国 知 事 会 の 訪 中 団 で 、 三 国 史 に も あ る 古 い 歴 史 と 文  

   化 を も ち 、「 千 湖 の 省 」 と し て 有 名 な 美 し い 湖 北 省 を 訪 問 で き  

   て う れ し く 思 う 。 昨 年 は 、 佐 藤 知 事 が 多 く の 団 員 と と も に 訪 問  

   し 、 各 界 と の 交 流 を 通 じ て 、 大 き な 成 果 を 上 げ る こ と が で き 喜  

   ん で い る 。  

 

  ・  湖 北 省 か ら は 、 今 日 通 訳 を し て く れ て い る 趙 さ ん を 初 に こ  

   れ ま で 3 人 の 方 々 を 国 際 交 流 員 と し て 迎 え て い る 。 同 時 に 工 業  

   関 係 の 研 修 生 を 受 け 入 れ て い る 。 ま た 、 福 島 県 か ら 、「 若 人 の  

   翼 」 に よ っ て 、 多 く の 若 い 人 達 が 湖 北 省 を 訪 れ て お り 、 今 後 も  

   続 け て い き た い 。  

 

  ・  ま た 、 福 島 県 と 湖 北 省 で は 、 会 津 若 松 市 と 荊 沙 市 と の 都 市 交  

   流 を は じ め 、 福 島 の 大 学 と 中 南 工 業 大 学 と で 共 同 研 究 が 行 な わ  

   れ て い る 。 ま た 、 湖 北 省 の マ ス コ ミ が 来 ら れ た り 、 交 流 は 活 発  

   に な っ て き て い る 。 地 方 と 地 方 の 関 係 を 深 め る こ と が 国 と 国 の  

   関 係 を 深 め る こ と に な る 。 こ の 意 味 か ら 福 島 県 と 湖 北 省 、 中 国  

   の 友 好 交 流 を 深 め て い き た い 。  
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（8）朱森林広東省省長表敬訪問・省長主催歓迎宴 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 5 日 （ 月 ） 18 時 10 分 ～ 20 時 00 分  

 

 〔 場  所 〕  広 州 市  ホ ワ イ ト ス ワ ン ホ テ ル  

 

 〔 出 席 者 〕  朱  森  林  広 東 省 省 長  

       李  娟  輝  広 東 省 外 事 弁 公 室 副 処 長  

       陳  廣  海  広 東 省 外 事 弁 公 室 科 長  

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 朱 森 林 広 東 省 省 長  

 

  ・  知 事 会 代 表 団 が 、 後 の 訪 問 地 と し て 広 東 省 に 来 ら れ た こ と  

   を 心 か ら 歓 迎 す る 。 知 事 会 と 中 日 友 好 協 会 の 知 事 、 省 長 の 交 流  

   は 、 中 日 友 好 の た め に 大 き な 役 割 を 果 た し て き た 。 現 在 の 中 国  

   と 日 本 の 関 係 は 一 段 と 良 く な っ て 来 て お り 、 今 年 、 村 山 総 理 が  

   こ ら れ た し 、 中 国 の 要 人 が 訪 日 し て い る 。  

 

  ・  広 東 省 の 経 済 は 中 国 の 1 割 で 、 対 外 貿 易 は 4 割 に 及 ん で い る 。 

   昨 年 の 対 外 貿 易 高 は 967 億 ド ル で 、 そ の う ち 輸 出 は 500 億  

   ド ル に 上 っ て い る 。  

 

  ・  広 東 省 と 日 本 と の 経 済 に 関 し て は 、 日 本 の 大 企 業 だ け で な く 、  

   中 小 企 業 が 進 出 す る よ う に な っ て き て い る 。 松 下 、 日 立 製 作 所 、  

   丸 紅 、 岩 谷 商 事 、 キ ャ ノ ン と い っ た 日 本 企 業 が 進 出 し て お り 、  

   合 弁 等 が 非 常 に 増 加 し て い る 。 本 田 と 中 国 と の 合 弁 企 業 が 、 バ  

   イ ク を 生 産 し て い る が 、 広 東 省 の 慶 州 で 自 動 車 生 産 の た め の 合  

   弁 会 社 が 設 立 さ れ て い る 。  

 

  ・  広 東 省 は 、 兵 庫 県 と 83 年 に 友 好 提 携 を し 、 12 年 に な る 。  

   貝 原 知 事 と は 古 い 友 人 で 、 私 自 身 2 回 訪 日 し て お り 、 各 界 か ら  
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   暖 か い 歓 迎 を 受 け た し 、 日 本 の 発 展 等 深 い 印 象 を 得 た 。 地 方 政  

   府 の 交 流 は 有 意 義 で あ り 、 益 々 深 ま る こ と を 期 待 し て い る 。  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  5 月 29 日 か ら 中 国 各 地 を 訪 問 し て き た が 、 広 東 省 の 経 済 の  

   発 展 ぶ り は 素 晴 ら し い 。 ま た 、 農 業 生 産 高 、 貿 易 額 、 経 済 成 長  

   率 に お い て も 中 国 一 と 聞 い て い る 。 広 東 省 に は 5 つ の 中 国 経 済  

   特 区 の う ち 深 圳 等 3 つ が あ り 、 明 日 の 訪 問 を 楽 し み に し て い る 。 

   今 後 の 広 東 省 は め ざ ま し い 経 済 発 展 が 予 想 さ れ ア ジ ア の 中 核 的  

   な 地 位 を 占 め る の で は な い か と 思 う 。  

 

  ・  兵 庫 県 の 話 が で た が 、 神 戸 大 震 災 の 際 に は 多 額 の 義 捐 金 等 援  

   助 を 頂 い た と 聞 い て お り 、 貝 原 知 事 に か わ り お 礼 を 申 し 上 げ た  

   い 。 貝 原 知 事 と は 9 日 に 会 う の で 省 長 と お 会 い し た こ と を 伝 え  

   た い 。  

 

  ・  日 本 と 中 国 が 世 界 の 平 和 と 繁 栄 の た め に 果 た す 役 割 は 、 極 め  

   て 大 き い 。 私 達 も 友 好 親 善 を 深 め る よ う 努 め る と と も に 、 将 来  

   に わ た る 日 中 双 方 の 良 好 な 善 隣 関 係 を 祈 念 し た い 。 ま た 、 広 東  

   省 の 素 晴 ら し さ を 日 本 の 各 界 の 人 々 に 宣 伝 し た い 。  

 

 

（9）李子彬深圳市長表敬訪問・市長主催歓送会 

 

 〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 6 日 （ 火 ） 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分  

 

 〔 場  所 〕  深 圳 市  富 臨 酒 店  

 

 〔 出 席 者 〕  李  子  彬  深 圳 市 市 長  

       白    天  深 圳 市 外 事 弁 公 室 主 任  

       王  宗  維  深 圳 市 外 事 弁 公 室 副 主 任  
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       陶    明  深 圳 市 経 済 発 展 局 局 長  

       曽    純  深 圳 市 環 境 保 護 局 局 長  

       胡  京  生  深 圳 市 人 民 対 外 友 好 協 会 秘 書 長  

       郭    民  深 圳 市 政 府 弁 公 庁 処 長  

       干    敏  深 圳 市 政 府 外 事 弁 公 室 副 処 長  

       董  玉  琴  深 圳 市 人 民 対 外 友 好 協 会 副 科 長  

 

 〔 懇 談 概 要 〕  

 

 ○ 圓 藤 団 長  

 

  ・  我 々 訪 中 団 は 、 北 京 、 重 慶 、 長 江 を 下 り 、 武 漢 、 広 州 を 経 て  

   後 の 訪 問 地 深 圳 に 到 着 し た 。 そ れ ぞ れ に 特 徴 が あ り 、 興 味 深  

   か っ た 。 深 圳 で は 、 経 済 発 展 が す ば ら し く 、 世 界 の 中 で も ア ジ  

   ア が 注 目 さ れ て い る が 、 深 圳 の 発 展 に は 特 筆 す べ き も の が あ り 、  

   短 期 間 で 発 展 し た こ と に 感 心 し て い る 。  

 

  ・  深 圳 の 街 は 活 気 が あ る が 、 工 場 と 住 宅 と が 混 在 し て お り 、 い  

   い 面 も あ る が 、 今 後 計 画 的 な 都 市 づ く り で 考 慮 し た 方 が 良 い か  

   も し れ な い 。 日 本 も 1960 年 代 に 環 境 汚 染 を 経 験 し た が 、 今  

   は 大 分 良 く な っ て き て い る 。 今 後 、 教 育 と か 環 境 を 改 善 し て い  

   く と 企 業 が 進 出 し 易 い の で は な い か 。  

 

  ・  日 本 で は 、 1 ,300 億 ド ル の 経 常 黒 字 に よ り 円 高 が 進 行 し 、  

   こ の た め 深 圳 の よ う な 海 外 に 投 資 し 、 そ こ か ら 日 本 へ 逆 輸 出 す  

   る 「 産 業 の 空 洞 化 」 が 問 題 に な っ て い る 。  

 

  ・  日 本 と の 合 弁 企 業 が 増 え て い る と 聞 い て い る し 、 世 界 各 国 と  

   の 合 弁 も 進 む と 思 う 。 こ れ か ら ア ジ ア の 各 国 は そ れ ぞ れ 長 所 を  

   活 か し て ア ジ ア の 発 展 に 貢 献 す べ き と 思 う 。 ま た 、 世 界 の 平 和  

   と 成 長 の た め に は 、 日 本 と 中 国 の 役 割 が 益 々 重 要 に な っ て く る 。  

   中 国 各 都 市 と の 友 好 親 善 を 通 じ て 友 好 関 係 を 続 け て い き た い 。  
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 ○ 李 市 長  

 

 

  ・  深 圳 市 は 、 15 年 前 は 小 さ な 町 で あ っ た 。 現 在 、 開 発 面 積 は  

   84km 2 あ り 、 5 つ の 区 が あ る 。 18 階 以 上 の ビ ル デ ィ ン グ が 6  

   00 以 上 あ り 、 近 代 都 市 に 変 化 し た 。  

 

  ・  経 済 各 部 門 で 上 海 、 北 京 、 広 州 等 に 続 き 、 第 五 位 を 占 め て い  

   る 。 例 え ば 、 GDP は 全 国 で 第 7 位 、 工 業 総 生 産 も 第 7 位 、 財  

   政 収 入 は 第 2 位 、 固 定 資 産 投 資 額 は 第 6 位 、 銀 行 の 預 金 で は 第  

   4 位 、 輸 出 は 全 国 の 15％ と な っ て い る 。  

 

  ・  世 界 の 有 名 企 業 と の 合 弁 等 で 77 億 ド ル の 外 資 を 導 入 し て い  

   る が 、 深 圳 市 を 一 層 国 際 都 市 に し て い く た め 、 技 術 的 な 対 外 開  

   放 を も っ と 進 め た い 。 ま た 、 道 路 、 空 港 、 港 湾 、 通 信 等 イ ン フ  

   ラ 整 備 を 進 め て い く 。  

 

  ・  深 圳 市 は 、 計 画 経 済 か ら 市 場 経 済 へ の 転 換 で い ろ い ろ な 経 験  

   を し た 。 こ れ ら の 経 験 を 他 の 都 市 に も 活 か し て い く と と も に 、  

   今 後 は 、 情 報 、 金 融 等 第 3 次 産 業 を 発 展 さ せ て い き た い 。  

    現 在 、 人 口 が 大 き な 問 題 と な っ て い る 。 ま た 、 環 境 も 開 発 規  

   模 が 大 き く な り 、 少 し づ つ 悪 く な っ て き て い る の で 対 策 を と っ  

   て い き た い 。  
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6 工場視察 その他  
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（10）工場視察 

 

 ①〔視察先〕 長飛光線光ファイバー有限公司 

          武 漢 市 咲 山 二 路 4 号  

 

  〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 4 日 （ 日 ） 9 時 15 分 ～ 10 時 20 分  

 

  〔 応 接 者 〕  董 事 長  吴 志 強 氏 他  

 

  〔 懇 談 概 要 〕  

 

  ・  有 限 公 司 の 有 限 は 、 株 式 会 社 を 意 味 し て お り 、 当 初 は オ ラ ン  

   ダ の フ ィ リ ッ プ 社 と の 合 弁 で あ っ た が 、 同 社 が 株 式 を 譲 渡 し た  

   た め 現 在 は 同 国 ド ラ イ ブ 社 と の 合 弁 に な っ て い る 。  

 

  ・  設 立 は 1991 年 で 、 経 営 方 針 は 、 国 際 レ ベ ル に あ っ た 工 場  

   管 理 。 工 場 は 、 設 立 以 来 24 時 間 稼 働 し て い る 。 会 社 敷 地 は 5  

   万 m 2、 建 築 面 積 は 2 万 m 2。 従 業 員 は 367 人 。 女 性 は 1／ 3 弱 。  

   中 国 で は 一 番 大 き く 、 売 上 高 は 26 億 6 千 万 人 民 元 。 先 進 国 と  

   競 争 で き る よ う 努 力 し て い き た い 。  

 

  ・  製 品 は 通 信 用 の 光 フ ァ イ バ ー で 、 フ ァ イ バ ー 1 本 で 7 千 台 の  

   電 話 が 使 用 で き る 。 外 か ら 見 る と ガ ラ ス の 糸 に 見 え る が 、 い ろ  

   い ろ な 技 術 が 必 要 。 製 品 の 一 部 は 、 中 国 で 使 用 し て い る が 、 ほ  

   と ん ど が 輸 出 用 で 、 主 に 米 国 、 豪 州 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 イ ス ラ エ ル 。  

   日 本 と は 住 友 と 交 流 が あ る 。  

 

  Q： 24 時 間 稼 働 と い う こ と だ が 、 何 交 替 か 。  

 

  A： 3 交 替 で 、 従 業 員 は 4 組 に 分 け ら れ て い る 。 勤 務 は 8 時 間 。  

    週 39～ 40 時 間 労 働 。 い わ ゆ る 中 国 の 4 組 3 交 替 を と っ て  

    い る 。  
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  Q： 休 暇 制 度 は ど う か 。  

 

  A： ど の 会 社 で も 1 年 に 18 日 間 の 有 給 休 暇 が あ る 。  

 

  Q： ほ か に 光 フ ァ イ バ ー を 製 造 し て い る 会 社 が あ る の か 。  

 

  A： 商 業 用 で は 唯 一 。 他 に 4 社 あ る が 、 規 模 が 小 さ い 。  

 

  Q： 会 社 が 武 漢 に 置 か れ た 理 由 は 何 か 。  

 

  A： 中 国 で 一 番 有 名 な 誘 電 化 学 研 究 所 が あ り 、 優 秀 な 人 材 が 武 漢  

    に い る た め 。 ま た 、 武 漢 は 、 中 国 の 真 中 部 分 に あ り 、 通 信 に  

    関 し て は 中 心 地 と な っ て い る 。 当 社 の 幹 部 は 、 研 究 所 か ら き  

    て い る 。  

 

  Q： 従 業 員 の 賃 金 は ど れ く ら い か 。  

 

  A： 公 表 し て い な い 。 武 漢 は 高 い 方 だ が 、 沿 海 部 よ り 少 し 低 い 。  

    ま た 、 優 秀 な 人 材 を 得 る た め に 、 他 の 会 社 よ り 高 く な っ て い  

    る 。 労 働 者 福 祉 は 、 ヨ ー ロ ッ パ と も 日 本 と も 異 な っ て お り 、  

    社 宅 は 、 ほ ぼ 無 料 で 提 供 。 保 険 は 100％ 会 社 負 担 。 年 金 も  

    会 社 が 負 担 し 、 現 給 保 証 し て い る  

 

  Q： 社 宅 に は ど れ く ら い 入 っ て い る の か 。 広 さ と 従 業 員 の 負 担 は 。  

 

  A： 200 人 位 入 っ て お り 、 既 婚 の 150 人 は 全 員 社 宅 。 160  

    人 位 が 別 に 住 ん で い る 。 面 積 は 一 般 従 業 員 が 70m 2、 工 程 士  

    が 85m 2、 幹 部 が 100m 2～ 120m 2。 30 元 の 住 宅 手 当 を  

    出 し て お り 、 足 り な い 部 分 は 本 人 が 払 う 。  

 

  Q： 年 金 は 、 近 で は 終 給 与 の 60～ 70％ と 聞 い て い る が 。  

 

  A： 当 社 は 、 人 材 確 保 の た め 国 と 連 動 せ ず 厚 く し て い る 。  
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②〔視察先〕華強三洋電子有限公司 

        深 圳 市 深 南 中 路 34 号  

 

  〔 日  時 〕  平 成 7 年 6 月 6 日 （ 火 ） 15 時 ～ 16 時  

 

  〔 応 接 者 〕  助 理 総 経 理  赤 木  功 氏  他  

 

  〔 懇 談 概 要 〕  

 

  ・  当 社 は 中 国 の 深 圳 華 強 有 限 公 司 と 日 本 の 三 洋 電 機 の 合 弁 企 業  

   で 、 1984 年 7 月 に 設 立 さ れ 、 今 年 で 11 年 目 を 迎 え る 。 資  

   本 金 は 1 ,500 万 US＄ で 、 出 資 比 率 は 50： 50 と な っ て  

   お り 、 合 弁 期 間 は 20 年 と な っ て い る 。  

 

  ・  日 本 の 会 長 で あ る 薫 事 長 は 中 国 か ら 、 社 長 で あ る 総 経 理 は 日  

   本 人 と な っ て い る 。 従 業 員 は 約 2 ,000 人 で 男 女 比 率 は 半 々 。  

   ま た 、 二 つ あ る 工 場 の 平 均 年 齢 は 、 28 才 と 19 才 と な っ て い  

   る 。  

 

  ・  生 産 品 目 は 、 テ レ ビ 、 音 響 関 係 、 ビ デ オ 。 テ レ ビ は カ ラ ー テ  

   レ ビ だ け で 、 中 国 国 内 向 け が 30％ 、 日 本 向 け 輸 出 が 70％ と  

   な っ て い る 。 中 国 国 内 向 け が 好 調 で 昨 年 は 80 万 台 生 産 し た 。  

   CD、 ラ ジ カ セ 等 音 響 関 係 は 年 間 140 万 台 。 ビ デ オ は 13 万  

   台 と な っ て い る が 、 今 後 増 加 が 予 想 さ れ る 。  

 

  ・  勤 務 時 間 は 、 8 時 か ら 17 時 30 分 。 10 時 と 15 時 に 15  

   分 間 の 休 憩 、 そ れ に 昼 食 は 食 堂 が な い の で 1 時 間 半 の 休 憩 で 、  

   実 労 は 7 時 間 半 と な っ て い る 。 土 曜 日 は 隔 週 半 ド ン で 週 44 時  

   間 労 働 と な っ て い る が 、 政 府 は 今 後 2 年 以 内 に 40 時 間 労 働 と  

   す る よ う 通 達 し て い る 。  

 

  Q： 平 均 賃 金 は ど う な っ て い る の か 。  
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  A： 賃 金 体 系 が 複 雑 な 面 が あ る が 、 月 1 ,500 元 、 日 本 円 で 1  

    万 5 千 円 位 。 内 陸 部 と 比 べ 沿 岸 部 で は 2 倍 位 と な っ て い る 。  

 

  Q： 所 得 税 を 納 め て い る 人 は 何 人 ぐ ら い か 。 会 社 が 納 め て い る の  

    か 。 ま た 、 収 益 は ど れ 位 か 。  

 

  A： 会 社 は 法 人 税 を 納 め て い る 。 所 得 税 は ほ と ん ど 納 め て い な い 。  

    収 益 は 1 .7％ 位 。 政 府 か ら 3％ に 上 げ る よ う 言 わ れ て い る 。  

 

  Q： こ こ に あ る 25 イ ン チ の カ ラ ー テ レ ビ の 値 段 は い く ら か 。 ま  

    た 、 日 本 へ の 輸 出 価 格 と の 比 較 は 。  

 

  A： 現 地 で 4 ,700 元 で 売 っ て い る 。 日 本 に 持 っ て い く と 1 .  

    7 倍 に な る 。 香 港 を 経 由 し て の 輸 送 コ ス ト や 、 日 本 で の 取 扱  

    い コ ス ト が 含 ま れ る 。  

 

  Q： 外 注 が 多 い と 聞 く が 、 日 本 か ら の 関 連 企 業 は き て い る の か 。  

    A：成 形 、プ レ ス 、金 型 、ト ラ ン ス 等 日 本 メ ー カ ー に 呼 び 掛 け て  

    進 出 し て も ら っ て い る 。  

 

  Q： 経 済 特 区 で の メ リ ッ ト は な に か 。 特 区 か ら 中 国 国 内 に 入 る 場  

    合 関 税 は あ る の か 。 借 入 金 は ど こ か ら 借 り る の か 。  

 

  A： 日 本 の 保 税 地 区 と 考 え て い い 。 日 本 か ら の 部 品 輸 入 は 無 税 で 、  

    再 輸 出 す る 場 合 も 税 金 は か か ら な い 。 中 国 国 内 に 入 れ る と き  

    は 関 税 が 40％ か か る が 、 特 区 だ と 15％ で 済 む 。 完 成 品 の  

    と き は 、 日 本 か ら だ と 関 税 が 80％ か か る 。 借 入 れ は 中 国 の  

    銀 行 の 利 率 が 高 い の で 香 港 の 銀 行 を 使 っ て い る 。  
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（11）その他訪問・視察先 

 

 

   ① 5 月 31 日 （ 水 ）  

     在 中 華 人 民 共 和 国 日 本 国 大 使 館  

     特 命 全 権 大 使  佐  藤  嘉  恭  氏  

 

 

   ② 6 月 3 日 （ 土 ）  

     荊 沙 市 博 物 館  

     湖 北 省 荊 沙 市  

 

 

   ③ 6 月 4 日 （ 日 ）  

     湖 北 省 博 物 館  

     湖 北 省 武 漢 市  

 

 

   ④ 6 月 5 日 （ 月 ）  

     在 広 州 日 本 国 総 領 事 館  

     総 領 事  柳  瀬  友  彦  氏  

 

 

   ⑤ 6 月 6 日 （ 火 ）  

     深 圳 市 政 府 工 業 展 覧 館  

     深 圳 市 華 強 北 路 経 済 大 〓 2 楼  

 

 

   ⑥ 6 月 7 日 （ 水 ）  

     在 香 港 日 本 国 総 領 事 館  

     総 領 事  野  上  義  二  氏  
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（12）三峡ダム建設関連概要 

 

 

場   所 ：   湖 北 省 宜 昌 市 三 斗 坪  葛 洲  ダ ム か ら 38 キ ロ  

ダ ム 長 さ ：   3 ,035m 

ダ ム 高 さ ：   185m（ 正 常 の 貯 水 水 位 175m）  

ダ ム 容 量 ：   393 億 m 3  

発 電 ユ ニ ッ ト ： 26 基 （ 一 基 あ た り 70 万 Kw 合 計 1820Kw）  

年 間 発 電 量   ： 847 億 Kw／ H（ 1993 年 中 国 発 電 量 の 1／ 9 相 当 ）  

 

 

ダ ム 全 長 ：   663 キ ロ  

水 面 面 積 ：   1 ,045 平 方 キ ロ  

水 没 面 積 ：   600 平 方 キ ロ （ 湖 北 ・ 四 川 省 の 20 の 市 、 県 に 及 ぶ ）  

移  民  数 ：   100 万  

総 工 事 費 ：   500 億 人 民 元 （ 93 年 5 月 価 格 水 平 計 算 の 場 合 ）  

移  民  費 ：   400 億 人 民 元 （ 93 年 5 月 価 格 レ ベ ル 計 算 の 場 合 ）  

 

 

工 事 期 間 ：   17 年 間  

  一 期 目 （ 1993～ 1997）   川 を 堰 き 止 め る  

  二 期 目 （ 1998～ 2003）   初 の ユ ニ ッ ト 発 電 ス タ ー ト  

  三 期 目 （ 2004～ 2009）   26 基 の ユ ニ ッ ト 全 部 発 電  工 事 終 了  

 

 

四 つ の メ リ ッ ト ： 洪 水 の 防 止 、 発 電 、 養 殖 、 航 行 （ 輸 送 ）  
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（13）訪中団順路図 

写 真 あ り  
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